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平成２３年度～平成２７年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名   久留米大学          ２ 大学名   久留米大学            

 

３ 研究組織名  先端癌治療研究センター 肝癌部門     

 

４ プロジェクト所在地  福岡県久留米市旭町 67         

 

５ 研究プロジェクト名   肝癌における発症・転移の革新的診断マーカーならびに  

  新規治療法の開発    

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                      

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

佐田通夫 学長直属 特命教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  15 名 

 

９ 該当審査区分    生物・医歯   

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

 
研究者名 

 

所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

佐田通夫 学 長 直 属 ・

特命教授 

３題の研究テーマの推進と統括 研究統括 

矢野博久 医学部医学

科病理学講

座・教授 

肝発癌・発育過程における癌幹

細胞の同定と同定因子の早期

診断マーカーへの有用性の検

討 

肝癌細胞株からの癌幹細

胞マーカーの分離 

中島 収 久留米大学

病院臨床検

査 部 ・ 部 長

（教授） 

肝発癌・発育過程における癌幹

細胞の同定と同定因子の早期

診断マーカーへの有用性の検

討 

肝癌モデルマウスによる

癌幹細胞マーカーの組織

学的確認 

秋葉 純 医学部医学

科病理学講

座・准教授 

肝発癌・発育過程における癌幹

細胞の同定と同定因子の早期

診断マーカーへの有用性の検

討 

肝癌組織における癌幹細

胞の病理学的検討 

小笠原 幸子 医学部医学

科病理学講

座・講師 

肝発癌・発育過程における癌幹

細胞の同定と同定因子の早期

診断マーカーへの有用性の検

討 

肝癌培養細胞からの癌幹

細胞の分離と生物学的性

状の検討 
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古賀浩徳 医学部医学

科内科学講

座消化器内

科 部 門 ・ 教

授 

Wnt/β-catenin/TCF-4 シグナ

ル新規制御因子の同定と肝癌

転移早期診断への応用 

ヒト肝癌からの TCF-4 発

現解析と TCF-4 強発現株

の作成 

中村 徹 医学部医学

科内科学講

座消化器内

科 部 門 ・ 助

教 

Wnt/β-catenin/TCF-4 シグナ

ル新規制御因子の同定と肝癌

転移早期診断への応用 

TCF-4 発現肝癌株移植マ

ウスの作成と生物学的悪

性度解析 

中野聖士 医学部医学

科内科学講

座消化器内

科 部 門 ・ 助

教 

Wnt/β-catenin/TCF-4 シグナ

ル新規制御因子の同定と肝癌

転移早期診断への応用 

ヒト肝癌からの TCF-4 関

連蛋白の抽出とその測定

系の確立 

鳥村拓司 医学部医学

科内科学講

座消化器内

科 部 門 ・ 教

授 

肝癌の予後を改善するための

新規分子標的治療薬と血管新

生抑制療法の開発 

肝癌”メトロノミック”療法の

基礎・臨床研究 

上野隆登 先端癌治療

研 究 セ ン タ

ー ・ 客 員 教

授 

肝癌の予後を改善するための

新規分子標的治療薬と血管新

生抑制療法の開発 

各種肝癌モデルマウス作

成と組織学的評価 

住江修治 医学部医学

科内科学講

座消化器内

科 部 門 ・ 助

教 

肝癌の予後を改善するための

新規分子標的治療薬と血管新

生抑制療法の開発 

肝癌と非癌部組織の血管

新生関連遺伝子・蛋白解

析 

（共同研究機関等） 

Jack R. Wands 

ブ ラ ウ ン 大

学肝臓研究

センター・教

授 

Wnt/β-catenin/TCF-4 シグナ

ル新規制御因子の同定と肝癌

転移早期診断への応用 

TCF-4 全般に関わるコン

サルト 

山本 健 

九州大学生

体防御医学

研究所遺伝

情報センタ

ー・准教授 

肝癌の予後を改善するための

新規分子標的治療薬と血管新

生抑制療法の開発 

GWAS による遺伝子解析 

Calvin J Kuo 

スタンフォー

ド大学医学

部血液学教

室・教授 

肝癌の予後を改善するための

新規分子標的治療薬と血管新

生抑制療法の開発 

可溶性 VEGF レセプター 

cDNA の作製 

Yihai Cao 

カロリンスカ

研 究 所 

Tumor and 

Cell Biology・

教授 

肝癌の予後を改善するための

新規分子標的治療薬と血管新

生抑制療法の開発 

血管新生抑制療法に関す

るコンサルト 

 



（様式２） 

 

法人番号 401002 

プロジェクト番号 S1191013 

 

3 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝癌の予後を改善するた

めの新規分子標的治療

薬と血管新生抑制療法の

開発 

先端癌治療研究セ

ンター・教授 
上野隆登 

各種肝癌ﾓﾃﾞﾙﾏｳｽ作成と

組織学的評価 

（変更の時期：上野隆登 平成 23 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端癌治療研究セン

ター・教授 

先端癌治療研究センター・客

員教授 
上野隆登 

各種肝癌ﾓﾃﾞﾙﾏｳｽ作成と

組織学的評価 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝癌の予後を改善するた

めの新規分子標的治療

薬と血管新生抑制療法の

開発 

医学部医学科内科

学講座消化器内科

部門・准教授 

鳥村拓司 
肝癌”メトロノミック”療法の

基礎・臨床研究 

（変更の時期：鳥村拓司 平成 23 年 7 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部医学科内科学

講 座 消 化 器 内 科 部

門・准教授 

先端癌治療研究センター・教

授 
鳥村拓司 

肝癌”メトロノミック”療法

の基礎・臨床研究 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝発癌・発育過程におけ

る癌幹細胞の同定と同定

因子の早期診断マーカー

への有用性の検討 

医学部医学科病理

学講座・准教授 
中島 収 

肝癌モデルマウスによる

癌幹細胞マーカーの組織

学的確認 

（変更の時期：中島 収  平成 23 年 7 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部医学科病理学

講座・准教授 

久留米大学病院臨床検査

部・部長（教授） 
中島 収 

肝癌モデルマウスによる

癌幹細胞マーカーの組織

学的確認 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

３題の研究テーマの推進

と統括 

医学部医学科内科

学講座消化器内科

部門・教授 

佐田通夫 研究統括 

（変更の時期：佐田通夫 平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部医学科内科学

講 座 消 化 器 内 科 部

門・教授 

先端癌治療研究センター・客

員教授 
佐田通夫 研究統括 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝癌の予後を改善するた

めの新規分子標的治療

薬と血管新生抑制療法の

開発 

先端癌治療研究セ

ンター・教授 
鳥村拓司 

肝癌“メトロノミック”療法の

基礎・臨床研究 

（変更の時期：鳥村拓司 平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端癌治療研究セン

ター・教授 

医学部医学科内科学講座

消化器内科部門・教授 鳥村拓司 
肝癌“メトロノミック”療法

の基礎・臨床研究 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

Wnt/β-catenin/TCF-4 ｼ

ｸﾞﾅﾙ新規制御因子の同

定と肝癌転移早期診断へ

の応用 

医学部医学科内科

学講座消化器内科

部門・講師 

古賀浩徳 

ﾋﾄ肝癌からの TCF-4 発現

解析と TCF-4 強発現株の

作成 

（変更の時期：古賀浩徳 平成 26 年 6 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部医学科内科学

講 座 消 化 器 内 科 部

門・講師 

医学部医学科内科学講座

消化器内科部門・准教授 
古賀浩徳 

ﾋﾄ肝癌からの TCF-4 発現

解析と TCF-4 強発現株の

作成 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

３題の研究テーマの推進

と統括 

先端癌治療研究セ

ンター・客員教授 
佐田通夫 研究統括 

（変更の時期：佐田通夫 平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端癌治療研究セン

ター・客員教授 
学長直属・特命教授 佐田通夫 研究統括 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝癌の予後を改善するた

めの新規分子標的治療

薬と血管新生抑制療法の

開発 

医学部医学科内科

学講座消化器内科

部門・助教 

住江修治 
肝癌と非癌部組織の血管

新生関連遺伝子・蛋白解析 

（変更の時期：住江修治 平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部医学科内科学

講 座 消 化 器 内 科 部

門・助教 

学長直属・特命教授 佐田通夫 

研究統括・肝癌と非癌部

組織の血管新生関連遺

伝子・蛋白解析 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

Wnt/β-catenin/TCF-4 ｼ

ｸﾞﾅﾙ新規制御因子の同

定と肝癌転移早期診断へ

の応用 

医学部医学科内科

学講座消化器内科

部門・准教授 

古賀浩徳 

ﾋﾄ肝癌からの TCF-4 発現

解析と TCF-4 強発現株の

作成 

（変更の時期：古賀浩徳 平成 27 年 8 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部医学科内科学

講 座 消 化 器 内 科 部

門・准教授 

医学部医学科内科学講座

消化器内科部門・教授 
古賀浩徳 

ﾋﾄ肝癌からの TCF-4 発現

解析と TCF-4 強発現株の

作成 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ － － － 

（変更の時期： 平成 23 年 8 月 1 日 共同研究者追加） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 
カロリンスカ研究所 Tumor 

and Cell Biology・教授 
Yihai Cao 

血管新生抑制療法に関す

るコンサルト 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ － － － 

（変更の時期：Jack R. Wands 平成 23 年 10 月 1 日 共同研究者追加） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 
ブラウン大学肝臓研究セン

ター・教授 
Jack R. Wands 

TCF-4 全般に関わるコン

サルト 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝発癌・発育過程におけ

る癌幹細胞の同定と同定

因子の早期診断マーカー

への有用性の検討 

－ － － 

（変更の時期：秋葉 純 平成 24 年 2 月 1 日 研究者追加） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 
医学部医学科病理学講座・

准教授 
秋葉 純 

肝癌組織における癌幹細

胞の病理学的検討 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝発癌・発育過程におけ

る癌幹細胞の同定と同定

因子の早期診断マーカー

への有用性の検討 

－ － － 

（変更の時期：小笠原幸子 平成 24 年 2 月 1 日 研究者追加） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 
医学部医学科病理学講座・

講師 
小笠原幸子 

肝癌培養細胞からの癌幹

細胞の分離と生物学的性

状の検討 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

各肝癌の予後を改善する

ための新規分子標的治

療薬と血管新生抑制療法

の開発 

－ － － 

（変更の時期：Calvin J Kuo 平成 24 年 5 月 1 日 共同研究者追加） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 
スタンフォード大学医学部血

液学教室・教授 
Calvin J Kuo 

可溶性 VEGF レセプター 

cDNA の作製 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

肝癌の予後を改善するた

めの新規分子標的治療

薬と血管新生抑制療法の

開発 

－ － － 

（変更の時期：山本 健 平成 25 年 1 月 10 日 共同研究者追加） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

－ 

九州大学生体防御医学研

究所遺伝情報センター・准

教授 

山本 健 GWAS による遺伝子解析 

 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

肝細胞癌 (肝癌)は世界では増加傾向にあり年間約 70 万人が発症し全悪性腫瘍の中で患者数 5 番目、

死亡者数は 3 番目である。本邦でも年間約 3 万人が肝癌で死亡している。肝癌は肝硬変症を高率に合併

することや高頻度に再発を繰り返すため、治療に難渋しているのが現状である。私どもの久留米大学先端

癌治療研究センター肝癌部門は、平成 8 年度からの私立大学ハイテク・リサーチ・センター整備事業の助

成により設立され、平成 22 年度まで 3 期にわたり癌の先端的基礎・臨床研究を精力的に行ってきた。その

研究成果は英文査読誌へ 170 編の原著論文として投稿され、特許出願も 10 件に及んだ。このような成果

を基盤とし、今回のプロジェクトでは「肝癌における発症・転移の革新的診断マーカーならびに新規治療法

の開発」の研究拠点を形成する研究を新規目的として掲げ、①肝発癌・発育過程における癌幹細胞の同

定解明と同定因子の早期診断マーカーへの有用性の検討、②Wnt/β-catenin/TCF-4 シグナル新規制御

因子の同定と肝癌転移早期診断への応用、③肝癌の予後を改善するための新規分子標的治療薬と血管

新生抑制療法の開発、の 3 テーマにそって研究を進めている。私どもの医療圈である福岡県、佐賀県はと

りわけ肝癌の死亡率が全国的に見て最も高い地域であり、我々が本プロジェクトにおいて「肝癌における

発症・転移の革新的診断マーカーならびに新規治療法の開発」を行い臨床に貢献していくことは大変意義

深いと考える。 

 

（２）研究組織 
プロジェクトの代表責任者は佐田通夫（現学長直属 特命教授）で 3 テーマの推進と統括を行っている。参

加研究者は 9 名、PD4 名、大学院生 4 名、RA3 名。テーマ 1 の責任者の矢野博久は 2 名の PD,2 名の大

学院生と肝癌細胞株から癌幹細胞の表面マーカーを用い分離した細胞の特性や癌幹細胞特異的蛋白の
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解析を行っている。中島収は RA1 名と肝癌モデルマウスの癌幹細胞マーカーの形態学的解析、培養上

清、マウス血清での肝癌幹細胞同定因子の診断マーカーとしての有用性を検討している。テーマ 2 の責任

者の古賀浩徳は 2 名の PD とヒト肝癌での TCF-4isoform 発現解析、TCF-4isoform 強発現株と癌幹細胞と

の関連を検討している。ブラウン大学肝臓研究センターの Wands 教授とは TCF-4 の研究全般に関しメー

ルで連絡を取っている。中村徹と中野聖士は 1 名の RA と TCF-4 isoform で制御される下流遺伝子の網羅

的解析と TCF-4 関連蛋白の抽出を行っている。テーマ 3 の責任者の鳥村拓司と上野隆登は 2 名の大学

院生(1 名はカロリンスカ研究所へ留学中)と肝癌の多中心性や転移性再発に関する因子の網羅的解析を

行い、GWAS による遺伝子解析に関しては九州大学生体防御医学研究所遺伝情報センター山本准教授

に検体を送付しメールで連絡を取っている。メトロノミック化学療法とソラフェニブ併用療法の抗腫瘍効果の

検討を行っている。住江修治は 1 名の RA と iPS 細胞から腫瘍へ遊走する drug-delivery 細胞を作製して

いる。ベクターの作製は生物学教室の大沼准教授の支援を仰いでいる。可溶性 VEGF レセプターcDNA

の作製や血管新生抑制に関する相談は共同研究機関であるカロリンスカ研究所の Cao 教授とは留学中

の大学院生を通じて、スタンフォード大学の Kuo 教授とはメールにて連絡を取っている。各研究チームは組

織や細胞株を共有し毎月カンファランスを行っている。 

 

 

（３）研究施設・設備等 
研究施設の総面積は1,033.2m2, 使用人数は15名。主な研究装置、設備とその使用時間は下記のとおり。

1) エクスポネンシャル式遺伝子導入装置 (98 時間/年)、AAD-1001 遺伝子導入システム(36 時間/年)、細

胞分離解析(ルミノイメージアナライザ) (1820 時間/年)、AUTOMaxPro (146 時間/年)、スペクトロリンカー

(125 時間/年)、自動細胞解析装置一式(910 時間/年)、セルソーターSpecial Order BD FACS Aria 2 

BLUE/RED/UV60(720 時 間 / 年 ) 、 Optix MX2(20 時 間 / 年 ) 、 ARVO MX 1420 Multilabel Counter

（PerkinElmer）（650 時間/年）、GeneAmp PCR System 9700（Applied Biosystems）（700 時間/年）、

GLOMAX Multi Detection System（Promega）（450 時間/年）、キーエンス蛍光顕微鏡（BZ-X700）（300 時間

/年） 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
研究プロジェクトの計画や目的・意義と関連づけて、当初の目標をどれだけ達成したか記述するとともに、新た

に得られた知見などについても具体的に記述してください。 

テーマ別に記載いたします。 

【テーマ 1】 

 1) 発癌との関連性が深い高分化型肝癌細胞株 HAK-1A とその脱分化により生じた低分化型肝癌細胞

株 HAK-1B を用いて癌幹細胞様細胞を豊富に含む分画として知られている side population (SP)分画の細

胞の存在と、SP・非 SP 細胞における既知の癌幹細胞のマーカー（CD133, EpCAM など）の発現を検討し

た。HAK-1A では、SP 細胞の割合が少なく、癌幹細胞のマーカーの発現もなかった。HAK-1B では、SP 細

胞が HAK-1A に比べ 4 倍程度多く見られた。HAK-1B では、CD133 の発現を認めたが、SP と非 SP で差を

認めなかった。HAK-1B の SP 細胞は、非 SP 細胞に比べ、sphere 形成能や NOD/SCID マウスへの腫瘍

形成能が高く、癌幹細胞の性格を保持していた。更に、HAK-1B と HAK-1A 細胞の SP 細胞と非 SP 細胞の

microarray 解析を行い、HAK-1B と HAK-1A で非 SP 細胞に比べ SP 細胞において遺伝子発現が上昇し

ていた共通の分子として①Janus kinase and microtubule interacting protein 3 (JAKMIP3)、②

Annexin A1 (ANXA1)、③G protein subunit gamma 11 (GNG11)、④VAC14、⑤E74-like factor 3 (ELF3)、

⑥Glucosaminyl (N-Acetyl) Transferase 3 (GCNT3)、⑦Complement component 3 (C3)、⑧EPH receptor 

A2 (EPHA2)）の 8 つを同定した。そのうち、ANXA1、JAKMIP3、ELF3 の 3 つに着目して肝癌の切除組織を

用いて肝癌の生物学的悪性度との関連性を検討した。その結果、ANXA1, JAKMIP3, ELF3 の発現は低分

化型肝癌、門脈侵襲が高度な肝癌、肝内転移を伴う肝癌、予後不良な肝癌で有意に高く、癌幹細胞マー

カーとも関連している可能性が示唆された。今後肝癌生検標本等を用いて更に検証する予定である。 

2) 混合型肝癌細胞株（KMCH-1）の EpCAM 陽性細胞と陰性細胞の形態および生物学的性状について検

討を行った。EpCAM 陽性細胞は陰性細胞に比べ薬剤抵抗性であり、自己複製能を有し、造腫瘍性も高か

った。EpCAM 陽性をマウスに移植すると、EpCAM 陽性細胞からなる胆管癌の部分と EpCAM 陰性細胞か
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らなる肝細胞癌の部分が出現し、混合型肝癌が形成された。もう一つの混合型肝癌細胞株（KMCH-2）を

使用して癌幹細胞マーカーの発現検討を行ったところ、KMCH-1 と同様に EpCAM の発現を認め、更に、 

高いレベルの CD133 の発現も認められた。EpCAM 陽性細胞と陰性細胞、CD133 陽性細胞と陰性細胞と

の間では、生物学的性状や形態に in vitro 及び in vivo で差は認められず、癌幹細胞や組織発生とのこれ

らのマーカーとの関連性は KMCH-2 では認められなかった。癌幹細胞（肝前駆細胞）マーカーの意義は、

混合型肝癌で均一ではなく、癌細胞似より異なることが明らかとなった。現在更に KMCH-2 における癌幹

細胞マーカーや組織発生と関連の深いマーカーを検討中である。 

3) 末期肝癌患者の腹水より樹立された肝癌細胞株（KYN-3, HAK-4, HAK-5）において、HAK-5 では、0％

もしくは非常に少数の SP 細胞しか見られず、KYN-3 では、1.6％、HAK-4 で多数の SP 細胞（21.9％）を認

めた。従来SP細胞は少数の細胞分画という概念が有ることから、この成果の解釈に苦慮していたが、この

固定概念にこだわらず解析を進める。腹膜転移を促進する肝癌の特異的なマーカーを SP 細胞のマイクロ

アレイ解析で今後同定する。  

4) KYN-1肝癌細胞株において、Bmi-1、CD13、CD24、CD44、CD133、EpCAM、ALDHなどの癌幹細胞マー

カーの発現がみられた。SP 分画は 12.7%同定されたが、増殖率、薬剤耐性、sphere 形成能において非 SP

分画と差はみられなかった。CD24 発現陽性細胞は、薬剤耐性能、sphere 形成能が高く、KYN-1 の癌幹細

胞のマーカーの可能性が疑われた。更に 4 種の肝癌細胞で検討すると、CD24 の発現は みられたものの

sphere 形成能が乏しく、CD24 が癌幹細胞の universal marker となる可能性は否定的であった。KYN-1 を

用いて CD13、CD24、EpCAM の組み合わせにて sphere 形成能を比較したところ、複数の marker が陽性の

細胞集団は sphere 形成能が高い傾向にあった。複数の marker の組み合わせにより、精度の高い癌幹細

胞の marker が同定される可能性が示唆された。 

 

【テーマ 2】 

 ヒト肝癌組織内 TCF-4 isoform 発現を mRNA レベルで検討し、癌幹細胞の特徴との関連を探るため、低

酸素耐性、抗癌剤耐性と TCF-4 isoform との関連について検討した。とくに TCF-4 のエクソン 9 先頭の機

能モチーフ「SxxSS」を欠失した TCF-4 isoform J（以後 TCF-4J）と「SxxSS」を有する TCF-4K との対比に焦

点を当て、その細胞生物学的な意義を検討していった。その結果、TCF-4J を過剰発現させたヒト肝癌細

胞（J細胞）は、低酸素条件下でHIF-2αの安定化を介しEGF受容体（EGFR）の発現を亢進させ高い増殖能

を維持していることが明らかになった。また抗癌剤耐性機構の一つとして、TCF-4 が抗アポトーシス分子で

ある Bcl-xL のプロモーターに結合することを ChIP アッセイを用いて見出した。その際、「SxxSS」を有する

TCF-4K のほうが TCF-4J に比し結合しやすく、転写レベルでの Bcl-xL 発現に寄与していることがわかっ

た。網羅的遺伝子解析と分子生物学的手法では、TCF-4 isoform により制御される下流遺伝子を明らかに

し、「SxxSS」の先頭のセリン残基をリン酸化する酵素を同定した。このリン酸化部位は TCF-4 蛋白の安定

性に関与しており、リン酸化されることで cleavage が促進された。上記の網羅的遺伝子解析からは、さらに

Notch シグナル伝達系との関連が示唆された。すなわち、Wnt シグナル転写因子 TCF-4 isoform によって

Jagged1 発現の強弱が制御されている所見を得た。その制御系には、同じく TCF-4J の下流で高発現する

タイトジャンクション関連蛋白である Claudin-2 が関与していることがわかり、現在、その詳細なメカニズム

を追求中である。さらに、メタボロミクスを用いて、J 細胞と K 細胞の培養液中の代謝産物の違いを検討し

た。その結果の一つとして、サルコシンが J 細胞の培養液中に多く含まれていることがわかった。サルコシ

ンは前立腺癌のマーカーであるが（Nature 2009; 457: 910-914）、Wnt シグナル系をエンジニアリングしたヒ

ト肝癌細胞から代謝産物として分泌されていることから、ある種の肝癌のマーカーになる可能性が示唆さ

れた。 

 

【テーマ 3】 

1) 根治術後の多中心性発生および肝内転移による肝癌再発抑制のための新規分子標的治療薬の開発:

多中心性再発関連因子の検索では、術後 1 年以内に多中心性再発した症例と 3 年以上無再発症例の血
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液、非癌部肝組織と癌部を各々10 症例選び、SNP-GWAS 法で血液と肝非癌部と癌部の全 DNA 配列、

DNA 配列のメチル化の違いを解析中。肝内転移関連因子の検討は、組織による検討前にプロテオミクス

で肝癌細胞高転移株と親株で発現が異なる蛋白を 34 個同定した。高転移株、親株とその中間細胞で

DNA アレイ解析を行い SCG5 の他 11 遺伝子が転移能亢進と共に発現、亢進と 21 遺伝子の発現低下を

明らかにした。 

2)新規血管新生抑制物質を腫瘍局所へ選択的に運ぶ drug delivery 細胞の開発:マウス iPS 細胞から平滑

筋細胞を作成し VEGF や FGF-2 の産生を確認したが、平滑筋細胞は増殖力が弱いためヒト iPS 細胞を間

葉系幹細胞へ分化させ drug delivery 細胞の基となる細胞を作製した。CXCR4 遺伝子の導入は CXCR4 

cDNA の作成が遅れたため、先にこの細胞が産生する増殖因子を抑制するため Hypoxia inducible 

factor(HIF)1-alpha の siRNA を導入し、HIF シグナルの抑制を確認した。また、腫瘍の血管新生機構におい

ては、placental growth factor (PlGF)-VEGFR1 シグナルが、Dll4-Notch シグナルを介した腫瘍血管の

remodeling に強い影響を与えていることを見出した。このことは、Dll4-Notch pathway を標的とする抗血管

新生療法におけるバイオマーカーとして PlGF が有用であることを示した。  

3)メトロノミック化学療法と分子標的治療薬を併用した新規血管新生抑制療法: 5-FU は内皮細胞や肝癌細

胞の増殖を抑制した。肝癌細胞のマウス皮下接種モデルと肝接種モデルでは、S-1 メトロノミック化学療法

で、腫瘍血管形成の抑制による抗腫瘍効果を示し副作用はなかった。同様のモデルで S-1 最大耐用投与

に比べメトロノミック化学療法の方が強い抗腫瘍効果を示した。慢性肝障害から肝癌を発症する STAM マ

ウスでは、腫瘍の発生は対照群に比べソラフェニブ投与、ソラフェニブ＋メトロノミック S-1 化学療法併用で

抑制されたが最大腫瘍容積と総腫瘍容積はソラフェニブ＋メトロノミックS-1化学療法併用でのみ抑制され

副作用はなかった。 

 

 

＜優れた成果があがった点＞ 
【テーマ 1】 

1) 肝癌の発生に癌幹細胞が関連しない肝発癌過程が存在する可能性が示唆され、更に、癌幹細胞が脱

分化により発生する可能性が示唆された*1。また、肝癌の癌幹細胞と関連する予後不良マーカーが同定

された可能性が示唆された*１。 

2) EpCAM 陽性肝癌細胞は、癌幹細胞の特徴を有し、混合型肝癌の発生に深く関与していることが明らか

となった*2。しかし、全ての混合型肝癌でそのような現象が起こるわけではなく、混合型肝癌の発生機序

はそれぞれで異なる可能性が示唆された*2。 

3) CD24 が肝癌の癌幹細胞のマーカーであるという報告は無く新規の知見である*3。 

 

【テーマ 2】 

１） 肝細胞癌（HCC）と非癌部の mRNA から RT-PCR で各 TCF-4 isoform の半定量的解析を完了した。そ

の結果、TCF-4 遺伝子のエクソン 9 先頭の機能モチーフ SxxSS が欠落している TCF-4J（J 型）は HCC 組

織に強い発現を認めたが、SxxSS モチーフを有する TCF-4K（K 型）の発現は弱く、特に低分化 HCC で上

記の傾向が顕著であった。このことから、J 型の発現は HCC の悪性化に関与していること、逆に K 型は

HCC の悪性化に抑制的に働いている可能性が示唆された。さらに J 型は、HIF と協調して低酸素環境下で

の細胞増殖に有利に働くことがわかった。結論的に言えば、「TCF-4 isoform の SxxSS モチーフ欠失は、低

酸素耐性を介して HCC の悪性化に関わる」ことが示唆された*4。 

2) 癌幹細胞の重要な形質に「抗癌剤耐性」がある。TCF-4 が bcl-xl プロモーター領域に結合していること

を ChIP アッセイで初めて明らかにし、それが K 型で増強され、蛋白レベルでの Bcl-xL 発現増強および

TCF-4K 過剰発現ヒト肝癌細胞のドキソルビシン耐性につながることを示した*5。 

3) TCF-4 isoform 下流制御遺伝子に関する検討と SxxSS モチーフのリン酸化酵素に関する検討から

osteopontin など悪性化に関与するいくつかの遺伝子を同定できた*6。 
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4) TCF-4 isoform J の下流でタイトジャンクション関連蛋白 Claudin-2 が高発現し、Jagged1 や Notch ととも

に Notch シグナルを制御している可能性が示唆された。 

5） メタボロミクスを用いて、J細胞とK細胞の培養液中の代謝産物の違いを検討したところ、J細胞の培養

液中にはサルコシンが有意に多く含まれていることがわかった。サルコシンは前立腺癌のマーカーである

が、ある種の肝癌のマーカーになる可能性が示唆された。 

 
【テーマ 3】 

1) 高転移株と親株間で発現の異なる 34 種類の蛋白のうち 9 種類が発癌や、転移に関係していることが明

らかとなった。 

2) iPS 細胞から誘導した間葉系幹細胞の HIF の発現が抑制でき各種増殖因子の産生抑制が可能となった

*7。また、腫瘍の血管新生機構においては、placental growth factor (PlGF)-VEGFR1 シグナルが、

Dll4-Notch シグナルを介した腫瘍血管の remodeling に強い影響を与えていることを見出した。このことは、

Dll4-Notch pathway を標的とする抗血管新生療法におけるバイオマーカーとして PlGF が有用であることを

示した*8。 

3) ソラフェニブ＋メトロノミック S-1 化学療法の抗腫瘍効果が最大で副作用が見られなかった*9。 

 

 

＜問題点＞ 
【テーマ 1】 

1) SP 細胞内に癌幹細胞様の性格を示す細胞が含まれる可能性があるが、マーカーとなる関連分子の同

定には至っていない。現在、SP 細胞と非 SP 細胞での遺伝子発現を cDNA マイクロアレイ法を用いて検討

中で関連分子を絞り込む予定である。 

2) EpCAM 陽性混合型肝癌細胞では、癌幹細胞の特徴や腺癌の発生が見られたが、肝細胞癌細胞でも同

様にEpCAM陽性細胞でそのような現象が見られるかは不明である。従って、EpCAM陽性肝癌細胞株を用

いて同様の実験を行う。 

3) SP 細胞アプローチから実験を開始したが方向性を再検討する必要あり。 

4) CD24 発現細胞の意義を他の肝癌細胞株で検討する。 

 

【テーマ 2】 

肝細胞癌の悪性化に関わる遺伝子の「絞り込み」に難渋していたが、本事業3年目を過ぎた頃より、Wntシ

グナルと Notch シグナルが非常に密接に連動していることがわかり、その詳細な検討に入った。その際、

TCF-4J 型 isoform により強力に発現が増強する claudin-2 が、Notch-Hes1 シグナルとの仲立ちをするこ

とを見出し、癌幹細胞の stemness を理解する上で重要な課題と捉え鋭意検討中である。細胞膜状の分子

間相互作用などを確認しており、これからの課題として残った。 

 

【テーマ 3】 

1) 高転移株と親株間で発現の異なる蛋白と遺伝子間の関連を明らかにする。この為、高転移株と親株で

作成した各々の腫瘍組織や低酸素下で培養した細胞での変化を検討する。 

2) HIF1-alpha の siRNA より強力に増殖因子の産生を抑制するため HIF1-beta の抑制が必要。iPS 細胞由

来間葉系幹細胞への影響を考慮しつつ HIF1-beta の siRNA 導入を試みる。 
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＜評価体制＞ 
（研究プロジェクトの目標等に照らした自己評価の実施や、その結果を研究費等の資源の配分へ反映させるた

めのルールの適切な設定、また、本プロジェクトに係る費用対効果（かけた費用に見合う効果が見られるか）に

ついて、どのように分析しているか。また、それらについて、外部（第三者）による評価を受ける体制ができてい

るか等について記述してください。） 

 

自己評価は毎週行われるテーマ別のカンファランスや毎月の合同カンファランスにおいて各々の成果を発

表することで行っている。1 年間の研究成果を毎年リサーチレポートとしてまとめ本学内及び学外に配布し

内部及び外部の評価を得るとともに、医系システム協議会にも報告し評価を受けている。さらに、毎年韓

国のヨンセイ大学、釜山国立大学、台湾国立大学との国際研究会において 1 年間の成果を発表し国際的

な外部評価を受けている。費用対効果に関しては研究成果を関連学会で発表するとともに英文論文化し

広く海外に発信すると同時にホームページでも研究内容の公表及び論文の公表を行い広く外部からの評

価を受けている。 

 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
（本プロジェクト終了後における研究の継続の有無、有の場合は今後の研究方針、無の場合は当該研究施設・

装置・設備の活用方針を記述してください。） 

【テーマ 1】 

1) SP 細胞と非 SP 細胞における遺伝子発現を cDNA マイクロアレイ法で検討中。癌幹細胞のマーカーとな

るべき分子の検索を続ける。 

2)他の混合型肝癌細胞株及び肝細胞癌細胞株で EpCAM 陽性細胞の性状を検討する。 

3) 研究対象を末期肝癌患者の腹水より樹立された肝癌細胞株から変更するか否か、追加実験にて方向

性を決定する。 

４) CD24 発現細胞の意義を他の肝癌細胞株で検討する。 

 

【テーマ 2】 

Wnt5a などの non-canonical Wnt シグナル伝達系の諸因子の発現や、糖代謝関連酵素群の発現が TCF-4 

isoform でどのように制御されているかを明らかにし、難治癌を誘導する癌幹細胞の生物学的特性の解明

に挑戦したい。また、Wnt/TCF-4 シグナル系が claudin-２の発現を調節し、その claudin-2 と Notch-Hes1

シグナルが協調して肝癌細胞の stemness に寄与している可能性を見出しており、癌幹細胞の biology 解

明に向けた研究を推進していきたい。 

 

【テーマ 3】 

サブテーマ 1)転移関連因子は高転移株と親株を用いて同定し、ヒト肝癌の転移症例でその因子の発現変

化を確認する。多中心性再発関連因子は解析中のヒト肝癌症例の非癌部肝組織を用いた検討を進める。 

サブテーマ 2)iPS 細胞から作成した間葉系幹細胞の増殖因子産生を抑制するため HIF1-beta の siRNA を

導入し、腫瘍への遊走を亢進させる因子を遺伝子導入し drug delivery 細胞を完成する。3)ソラフェニブと

S-1 メトロノミック化学療法の第 1 相の臨床試験を開始しヒト肝癌症例での有用性を評価する。 

 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
（研究成果の活用状況又は今後の活用計画（実用化・企業化の見通しや、特許の申請があればその申請状

況・取得状況等）について、記述してください。） 

【テーマ 2】 

研究代表者（古賀）の元留学先（Liver Research Center, Brown University）では、関連研究の成果をもと

に、ベンチャー企業との共同研究に入っており、その一部を特許出願している。従って、当センターでおこ

なっている研究成果に関しても、今後、特許出願等を見据えた展開を考えている。 
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【テーマ 3】 

2) drug delivery 細胞は血管新生抑制療法以外の腫瘍選択的な治療に利用可能で特許申請は可能と考

えられる。 

3) 第 1 相の臨床試験を来年度中に開始する。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 肝癌               （２） 先端的治療          （３） 癌幹細胞        

（４） TCF-4              （５） 表面マーカー         （６） 薬剤耐性        

（７） iPS 細胞             （８） 血管新生阻害剤       

 

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
※ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 
1) 韓国のヨンセイ大学、釜山国立大学、台湾国立大学との国際研究会 (毎年) 

2) 市民公開講座(毎年) 

3) ホームページによる成果の公表 (http://www.med.kurumr-u.ac.jp/med/sentanca/kangan/) 

4) リサーチレポートによる成果の公表 (毎年) 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
1) ホームページによる成果の公表をより頻回に行う。 

 

１４ その他の研究成果等 
「１３ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果、企業との連携実績があれば具体的に

記入してください。また、上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには下線及び＊を付してください。 

※ 論文や学会発表等になじまない研究である場合は、本欄を充実させること 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項とそれへの対応 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
留意事項が付されていない場合は「該当なし」と記載してください。 

 
「なるべく公開し、新規治療法の確立に期待する。」 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
付された留意事項に対し、どのような対応策を講じ、また、それにより、どのような成果があがったか等につい

て、詳細に記載してください。 

 
研究成果はホームページで公開し、市民公開講座にて患者さんへの啓発活動も行っている。 

肝癌の新規治療法の確立に関しては現在のところほぼ予定に沿って研究が進んでいる。 
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＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
留意事項が付されていない場合は「該当なし」と記載してください。 

 
１ 研究組織について 

「PhaseⅠの臨床試験実施にあたっては、さらに効果安全性を評価する委員会を設置すべきであり、基礎

研究と別の臨床系の研究組織設置を計画することを勧める。」 

 

３ 研究プロジェクトの進捗状況・研究成果等について 

「論文発表・学会発表については、今後益々の増加を望みたい。」 
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認されています（承認日：平成 23 年 3 月 31 日、承認番号 10295）。同委員会の監査を受けております。 
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論文発表・学会発表については、中間評価を受けてから鋭意努力し、Science 姉妹紙（Science 

Advances）への掲載をはじめ数的質的に進歩がみられたと考えている。 
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研究費 40,542 20,232 19,780 0 530 大塚製薬(株)、他

平
成
2
4
年
度

施 設 0

装 置 0

設 備 0 ・寄付金内訳

研究費 40,233 20,464 19,741 0 28 武田薬品工業(株)、他

平
成
2
5
年
度

施 設 0

装 置 0

設 備 0 ・寄付金内訳

研究費 40,546 21,647 18,353 0 546 (医)鶴陽会岩尾病院、他

平
成
2
6
年
度

施 設 0

装 置 0

設 備 0 ・寄付金内訳

研究費 40,095 20,574 19,426 0 95 (医)鶴陽会岩尾病院

平
成
2
7
年
度

施 設 0

装 置 0

設 備 0 ・寄付金内訳

研究費 40,934 20,359 19,641 0 934 (医)鶴陽会岩尾病院

総

額

施 設 0 0

装 置 0 0

設 備 0 0

研究費 202,350 103,276 96,941 0 0 2,133 0

総 計 202,350 103,276 96,941 0 0 2,133 0
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

施　設　の　名　称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数 事業経費 補助金額 補助主体

先端癌治療研究センター 平成8年 1,033.2ｍ２
30室 15名 149,698千円 71,100千円 文部科学省

0

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

装置・設備の名称 整備年度 型　　番 台　　数 稼働時間数 事業経費 補助金額 補助主体

（研究装置）
　・細胞培養装置 平成8年 59,740 28,370 私学助成

（内訳）
1)安全キャビネット MHE-130A 2 14600
2)クリーンベンチ MCV-131BNF 2 14600
3)自動炭酸ガス細胞装置 5440 2 14600
4)自動炭酸ガス細胞装置 5420 1 14600
5)倒立型万能顕微鏡 Axiovert135 1 2100
6)培養顕微鏡 Axiovert25C 1 14600

　・遺伝子解析装置 平成8年
（内訳）
1)マイクロプレートリーダー 550 1 2100
2)マイクロプレートウォッシャー 1250 1 2100
3)オートクレーブ MLS-3020 2 2100
4)DNAシーケンサー 377-18 1 400
5)冷蔵庫 SRR-U1283H 5 43800
6)冷蔵庫 SRF-E1283H 3 43800

　・遺伝子発現装置 平成8年
（内訳）
1)超低音フリーザ MDF-U581 3 43800
2)正立型顕微鏡 AX80-64FLBD 1 600
3)GeneAmp PCR System 9600 2 2100

エクスポネンシャル式遺伝子導入装置 平成15年 ECM630S 1 218 992
AAD-1001遺伝子導入システム 平成15年 AAD-1001 1 72 2,060
細胞分離解析(ルミノイメージアナライザ) 平成20年 LAS4000EPVDmini 1 4550 5,086
AutoMaxPro 平成20年 140-002-015 1 365 4,813
スペクトロリンカー 平成5年 XL-1000 495x230x270 1 874 250
自動細胞解析装置一式 平成11年 本体FACS calibur 1 1365 7,875

セルソーターSpecial Order
BD FACS　Ａｒｉａ 2
BLUE/RED/UV61

平成20年 UV60 1 1820 62,400 31,200 私学助成

Optix MX2 平成19年 UM-01225-703 1 98 39,480 26,320 私学助成
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１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）

  平成 年度

  平成 年度

年　　　度 23

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 29,681 薬品代 29,681 薬品代、実験器具、その他

光　熱　水　費 993 電気代、水道代 993 電気代、水道代、その他

通信運搬費 72 電話代、送料 72 電話代、送料、その他

印刷製本費 865 印刷代 865 印刷代、製本代、その他

旅費交通費 90 学会旅費 90 学会旅費、出張旅費、その他

賃借料 84 賃借料 84 賃借料、その他

報酬・委託料 442 報酬謝金 442 報酬謝金、委託料、その他

諸会費・修繕料・他 549 諸会費、修繕料、その他 549 諸会費、修繕料、その他
計 32,776 32,776

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,463 研究補助員(雑給) 1,711 時給1,169円、年間時間数1,464時間、実人数1人
（兼務職員） 研究補助員(雑給) 2,471 時給1,272円、年間時間数1,943時間、実人数1人

研究補助員(雑給) 281 時給1,757円、年間時間数160時間、実人数1人
教育研究経費支出 92 アルバイト(人夫賃) 92 1日7,732円、年間日数12日、実人数１人

計 4,555 4,555

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,681 超低温フリーザ、他 2,681 超低温フリーザ、他

図　　　　書 0 0
計 2,681 2,681

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0 0

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 28,833 実験機器・動物代、薬品 28,833 実験機器、動物代、薬品代、その他

光　熱　水　費 942 電気代、水道代 942 電気代、水道代、その他

通信運搬費 122 電話代、送料 122 電話代、送料、その他

印刷製本費 1,174 印刷代 1,174 印刷代、その他

旅費交通費 93 学会旅費 93 学会旅費、出張旅費、その他

賃借料 90 賃借料 90 賃借料、その他

報酬・委託料 857 報酬謝金、委託料 857 報酬謝金、委託料、その他

諸会費・修繕料・他 750 諸会費、修繕料、その他 750 諸会費、修繕料、その他
計 32,861 32,861

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,810 研究補助員(雑給) 2,633 時給1,349円、年間時間数1,952時間、実人数１人
（兼務職員） 研究補助員(雑給) 2,177 時給1,117円、年間時間数1,949時間、実人数１人

教育研究経費支出 100 アルバイト(人夫賃) 100 １日7,732円、年間日数13日、実人数1人
計 4,910 4,910

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,434 超低温フリーザ、他 2,434 超低温フリーザ他

図　　　　書 0 0
計 2,434 2,434

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0 0

30



（様式２）

法人番号 401002

  平成 年度

  平成 年度

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 29,804 実験機器・動物代、薬品 29,804 実験機器、動物代、薬品代、その他

光　熱　水　費 1,061 電気代、水道代 1,061 電気代、水道代、その他

通信運搬費 138 電話代、送料 138 電話代、送料、その他

印刷製本費 569 印刷代 569 印刷代、その他

旅費交通費 10 学会旅費 10 学会旅費、出張旅費、その他

賃借料 118 賃借料 118 賃借料、その他

報酬・委託料 309 報酬謝金、委託料 309 報酬謝金、委託料、その他

諸会費・修繕料・他 1,103 諸会費、修繕料、その他 1,103 諸会費、修繕料、その他
計 33,112 33,112

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,157 研究補助員(雑給) 1,665 時給1,586円、年間時間数1,050時間、実人数１人
（兼務職員） 研究補助員(雑給) 2,586 時給1,402円、年間時間数1,845時間、実人数１人

研究補助員(雑給) 906 1ケ月181,200円、年間月数5ケ月　実人数１人

教育研究経費支出 92 アルバイト(人夫賃) 92 １日7,732円、年間日数12日、実人数1人
計 5,249 5,249

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,644 PCRシステム 920
CO2インキュベーター 724

図　　　　書 0 0
計 1,644 1,644

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 22,847 実験機器・動物代、薬品 22,847 実験機器、動物代、薬品代、その他

光　熱　水　費 1,118 電気代、水道代 1,118 電気代、水道代、その他

通信運搬費 113 電話代、送料 113 電話代、送料、その他

印刷製本費 673 印刷代 673 印刷代、その他

旅費交通費 14 学会旅費 14 学会旅費、出張旅費、その他

賃借料 118 賃借料 118 賃借料、その他

報酬・委託料 1,751 報酬謝金、委託料 1,751 報酬謝金、委託料、その他

諸会費・修繕料・他 1,105 諸会費、修繕料、その他 1,105 諸会費、修繕料、その他
計 27,739 27,739

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,716 研究補助員(雑給) 2,698 1ケ月224,83４円、年間月数12ケ月　実人数１人
（兼務職員） 研究補助員(雑給) 2,732 1ケ月227,667円、年間月数12ケ月　実人数１人

研究補助員(雑給) 200 1ケ月200,000円、年間月数1ケ月　実人数１人
研究補助員(雑給) 86 時給7,819円、年間時間数11時間、実人数１人

教育研究経費支出 127 アルバイト(人夫賃) 127 時給1,800円、年間時間数71時間、実人数１人
計 5,843 5,843

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,507 システム生物顕微鏡 345 CX41N-31
超低温フリーザ 1,308 MDF-DU500VH
冷凍庫 1,592 SRF-K1283 x 2
高感度プレートリーダ 2,700
フレークアイス製氷機 562 SIM-F140A

図　　　　書 0 0
計 6,507 6,507

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0 0
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  平成 年度年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 28,748 実験機器・動物代、薬品 28,748 実験機器、動物代、薬品代、その他

光　熱　水　費 962 電気代、水道代 962 電気代、水道代、その他

通信運搬費 47 電話代、送料 47 電話代、送料、その他

印刷製本費 591 印刷代 591 印刷代、その他

旅費交通費 239 学会旅費 239 学会旅費、出張旅費、その他

賃借料 118 賃借料 118 賃借料、その他

報酬・委託料 1,072 報酬謝金、委託料 1,072 報酬謝金、委託料、その他

諸会費・修繕料・他 556 諸会費、修繕料、その他 556 諸会費、修繕料、その他
計 32,333 32,333

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,693 研究補助員(雑給) 2,801 1ケ月233,417円、年間月数12ケ月　実人数１人
（兼務職員） 研究補助員(雑給) 2,798 1ケ月233,167円、年間月数12ケ月　実人数１人

研究補助員(雑給) 94 日給7,834円、年間日数12日、実人数１人

教育研究経費支出 962 アルバイト(人夫賃) 962 時給1,200円、年間時間数802時間、実人数１人
計 6,655 6,655

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,127 ブロックインキュベーター他、 1,127 BI-516S、他

図　　　　書 0 0
計 1,127 1,127

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0 0

ポスト・ドクター
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